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中 高 年 女 性 にお け る 自 己充 実 的 達 成 動 機 と生 活 習 慣 お よ び 自覚 的 健 康 度
山 口 洋 子　1)・門 間 晶 子　1)・白 井 みど　り1)・尾 崎 伊都子 1)
山口(久野)孝子　2)
要 約
この論文の目的は次の3つ の問い;i健 康に気をつけて行動 している人の自己充実的達成動機 は高い、ii自 覚
的な健康状態がよい人の自己充実的達成動機 も高い、iii自己充実的達成動機測定尺度が生活習慣改善への意欲を
測定 しうる、について検討することである。中高年女性に対 して自己充実的達成動機尺度、 自覚的健康度(簡 略
式更年期指数SMIを 用いて測定)、 日常生活習慣などについて質問紙調査を実施 し、132名 の分析から以下の結
果および示唆を得た。
1)自 己充実的達成動機と生活習慣各項目との関連では、栄養バランス、塩分 ・野菜 ・果物の摂取に関して、健
康 によい習慣をもつ群の自己充実的達成動機が有意に高かった。 したがって、iは 部分的に支持 された。





1は じ め に
生活習慣変容の動機づけを考える際には、Murrayが
提唱 し、後にMcClellandら によって 「ある文化におい
て価値があると認められる達成目標を成 し遂げること」












達成動機が保健師の仕事上のエンパ ワメ ントを促進 して
いた8)。堀野 らは、自己充実的達成動機が高い人はソー



































の意欲を測定 しうるか、である。 ここで用 いる自己充実





Ⅱ研 究 方 法
1)対 象と方法
調査の対象 としたのは名古屋市A区 の婦人会会員であ
る女性135名 である。平成11年6月 の2日 間にわたって
実施 した健康相談 ・体力測定等の機会に、健康相談票を
兼ねた自記式質問紙を配布 して回答を依頼 した。事前 に
婦人会に対 して調査の趣旨を説明 し、 自由意志による参
加を求めた。さらに当 日も書面にて研究趣旨を説明し、


















から 「非常によくあてはまる」までを1～7点 の7段 階


















1.い つ も何 か 目標 を持 って いた い。
2.決 め られ た 仕 事 の中 で も個性 を 生 か して や
りた い 。
3.人 と競 争 す る こ と よ り、 人 と比 べ る こ とが
で きな い よ うな ことを して 自分 を生 か した い。
4.ち ょ っ と した 工 夫 をす る こ とが好 きだ。
5.人 に勝 つ こ と よ り、 自分 な り に一 生 懸 命 や
る こ とが 大 事 だ と思 う。
6.み ん な に喜 ん で も らえ るす ば ら しい こ とを
した い。
7.何 で も手 が け た こ とに は最善 を尽 く した い。
8.何 か小 さな こ とで も 自分 に しか で きな い こ
とを して み た い と思 う。
9.結 果 は気 に しな い で 何 か を一 生 懸 命 や って
み た い。
10.い ろ い ろな こ と を学 ん で 自分 を 深 め た い。
11.今 日一 日何 を しよ うか と考 え る こ とは楽 し
い0
12.難 しい こ とで も 自分 な りに努 力 して や って
み よ う と思 う。









間食を しない)を 報告 して以来、ここに労働時間や自覚
的ス トレス、栄養のバランスや塩分摂取などの食事に関
する設問を加えたものが用いられてきた16,17,19)。本研究











慣 として捉 えた16)が、 健康度 の一 つ として捉 える見
方17,20)もある。 ここでは 「日頃の生活でス トレスを感 じ
ますか」 という質問に対 して 「ほとんどない」「少 しは
感 じる」「非常に多 く感 じる」の3段 階の選択肢を設け
た。
3)分 析の過程
調査対象 とした135名 の うち、独居者が1名 あり、生
活習慣 は家族構成によって影響を受けると考えて、 この
1名 を除外 した。また、この調査では自覚的な健康状態 ・
心理状態を尋ねる項目が主であることか ら、鬱病 と診断
されている1名 も除外 した。さらに調査内容に対する無


































せて132人(95.5%)で あった。間食は 「ほぼ毎 日」が48
人(36.4%)、 「時々」が71人(53.8%)、 塩分を 「控え
ない」 は34人(25.8%)で あった。飲酒は 「ほぼ毎 日」
が14人(10.6%)で あった。現在の喫煙者 は8人(6.1



























ではなかった。喫煙 は132名中 「吸わない」が117名 と非
喫煙者が多いが、 自己充実的達成動機の平均点は 「やめ






が最 も高 く、続いて 「ほとんどない」「非常に多 く感 じ
る」群であったが、有意な差ではなか った。睡眠につい







(2)生 活習慣とSMIで 測定 した自覚的健康度との関連
生活習慣 とSMIの 関係は表3に 示す。SMIの 平均点
に統計学的に有意な差が認められた生活習慣項目は、自
覚的ス トレス(p<.01)と 野菜の摂取(p<.05)で あっ























































































本研究 の対象者は更年期 にあり、SMIの 得点や回答




観的な健康度は必ず しも年齢 と単純な関係では変化 しな
いと言われている17)ことか ら、 自覚的健康度の指標 とし
てSMIを 用いたことは妥当であったと考える。
自覚的健康度と有意な関連を示 した生活習慣項目は、
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 Self-Fulfilment Achievement Motive, Life Style 
and  Self-Rated Health on Middle-Aged and Older Females 
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                                     Abstract 
  The purpose of this study is to discuss about the following three working hypotheses. i )People who 
 practice  good habits have higher self-fulfilment achievement motive. ii )People whose subjective condi-
 tion of health is good also have higher self-fulfilment achievement motive. iii )The scale of Self-
 fulfilment achievement motive can measure will toward good habits. 
  A questionnaire survey was conducted among middle-aged  and older females. The questionnaire in-
 cluded scales and items such as self-fulfilment achievement motive, health behavior and self-rated 
 health (measured by simplified menopausal index; SMI). The following results were obtained among 
 132 women. 
 1) On the relationship between self-fulfilment achievement motive and life style, the women who prac-
  ticed good habits on well-balanced diet, salt, vegetables and fruit had higher self-fulfilment achieve-
  ment motive. Therefore,  i) was partially supported. 
 2) We could not find any relation with self-fulfilment achievement motive and self-rated health. 
  Therefore,  ii) was not supported. 
 3) From  these results and literature on the subjects, the scale of self-fulfilment achievement motive 
  can be used to measure "will and motivation" toward good habits. 
 Key words: achievement motive, motivation, life style, self-rated health, middle-aged and older female
